
1 〇 原
ハラ

　　恭
キョウ

　子
コ

障害者就業・生活支援センターかわごえ

2 小
コ

　林
バヤシ

　幸
コウ

　路
ジ

社会福祉法人　皆の郷

3 原
ハラ

　田
ダ

　健
ケン

　汰
タ

埼玉県立川越特別支援学校

4 堀
ホリ

　口
グチ

　剛
ツヨシ

川越公共職業安定所

5 八
ヤ

　木
ギ

　大
ダイ

　介
スケ

川越市立特別支援学校

1 ○ 金
カネ

　本
モ ト

　徳
ト ク

　夫
オ

社会福祉法人　親愛会

2 阿
ア

　部
ベ

　浩
ヒロ

　一
カズ

社会福祉法人　川越にじの会

3 内
ウチ

　山
ヤマ

　智
トモ

　裕
ヒロ

社会福祉法人　けやきの郷

4 佐
サ

　藤
トウ

　遼
リョウ

　平
ヘイ

社会福祉法人　川越市社会福祉協議会

5 種
タネ

　子
コ

　幸
ユキ

　奈
ナ

弁護士法人　川越法律事務所

1 ○ 溝
ミ ゾ

　井
イ

　啓
ヒロ

　子
コ

チューリップ親の会

2 木
キ

　村
ムラ

　智
チエ

　美
ミ

川越手をつなぐ育成会

3 佐
サ

　藤
トウ

　八重子
ヤ エ コ

川越市児童発達支援センター

4 水
ミズ

　見
ミ

　哲
テツ

　也
ヤ

社会福祉法人　ともいき会

5 湯
ユ

　宮
ミヤ

　薫
カオル

社会福祉法人　ハッピーネット

1 〇 ○ 高
タカ

　橋
ハシ

　幸
ユキ

　裕
ヒロ

山梨県立大学

2 恩
オン

　田
ダ

　尚
ナオ

　美
ミ

川越市保健所　保健予防課

3 樫
カシ

　村
ムラ

　千
チ

　寛
ヒロ

特定非営利活動法人　サポートあおい

4 中
ナカ

　根
ネ

　祐
ユウ

　紀
キ 特定非営利活動法人　サポートあおい

（ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ）

5 野
ノ

　沢
ザワ

　桂
ケイ

　子
コ

川越市やまぶき会

＊事業所名は略称表記

＊敬称略・選出区分ごとに５０音順

こ
ど
も
部
会

新津相談員（しんあい）

島野相談員（ともいき）

【主任相談支援専門員】
・新津　重隆（しんあい）＊再掲

・佐々木　志保（ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｰｽ）
・和田　誠（けやき）

【医療的ケアコーディネーター】
・島野　直哉（ともいき）*再掲

・和田　誠（けやき）*再掲

地
域
移
行
部
会

　　宮田相談員（のびらか）

　　高橋相談員（けやき）

【主任相談支援専門員】
・宮田　一久（のびらか）
・山内　智史（ヨハク）

【オブザーバー】
・戸田　竜也（ヨハク）
・山内　智史（ヨハク）＊再掲

（市内精神科病院相談員）
・川越同仁会病院
・山口病院
・岸病院
・西川病院

仕
事
・
活
動
部
会

　 水沼相談員（きゃろっと）

　 名取相談員（けやき）

【主任相談支援専門員】
・水沼　友美（にじの会）＊再掲

・佐藤　美幸（さぷり）

（市内就労移行支援事業所）
・ウェルビー株式会社
　ウェルビー川越
・ＩＮＳＰＩＲＥ株式会社
　Be happiness とおり町
・株式会社リンクス
　リンクス川越西口

ま
ち
づ
く
り
部
会

山田相談員（のびらか）

茂木相談員（しんあい）

虎谷相談員（ともいき）

【主任相談支援専門員】
・阿部　浩一（にじの会）＊再掲

・山田　英紀（のびらか）＊再掲

・慈道　宏美（ともいき）

川越市地域自立支援協議会　専門部会別名簿

委員を依頼する期間：令和７年４月１日～令和９年３月３１日

№
専門
部会

座長 部会長 氏　　　　名 選出団体名等 委託相談支援専門員
主任相談支援専門員
オブザーバー　等

※太字は新規

資料１



 

相談支援連絡会について 
 
１．目 的     

(1) 市内の相談支援員の連携を強化するとともに相談支援に関する知識と質の向上

を図ることにより、相談支援を必要とする方へ適切な相談支援の提供が可能と

なるよう、地域の相談支援体制の強化を図る。 
(2) 相談支援の実施に伴う地域課題について抽出及び集約を図り、地域自立支援協

議会へ課題提供を行う。 
 
２．参加者   

(1) 市内の相談支援専門員又は市内において相談支援専門員として従事予定である

者並びに地域生活支援拠点事業に従事している者 
(2) 市内の保健、医療、福祉等に関わる相談員として従事する者であって、当該連絡

会に参加することにより地域の相談支援体制の強化に寄与することが見込まれ

る者 
 
３．開催日  

原則、毎月第３火曜日若しくは水曜日 １０時から１２時 
 
４．内 容   
 
１部：事務連絡、事業所紹介、課題別研修 
・制度の改変等に係る説明 
・各種周知、事業説明 
・課題別研修において、医療的ケア、強度行動障害、高次脳機能障害などの個

別テーマや相談支援に関するスキルアップ研修等を開催する。 
令和６年度実績：「地域移行支援について」「地域自立支援協議会について」

「障害者虐待防止研修」等 
２部：グループ演習、地域課題の抽出及び集約 
・６グループを編成し、各グループに委託相談員又は主任相談支援専門員をフ

ァシリテーターとして配置した上で、個別事例の検討並びに地域課題の抽出

及び集約等を行う。 
・グループは半期ごとに再編成し、各半期の最終月には地域課題を集約した上

で地域自立支援協議会へ課題提供を行う。 
 
５．運営等 
(1) 事 務 局：障害者総合相談支援センター基幹相談担当 
(2) 企画運営：委託相談員及び主任相談支援専門員並びに基幹相談担当 
(3) 運営会議：相談支援連絡会の企画・運営等に当たり、当該連絡会終了後に開催 

 
 

資料２ 



 

■令和７年度開催実績 
 

開 催 日 内  容 参加人数 

４月１６日（水） 
１部：事務連絡ほか 

研修「地域生活支援拠点事業について」 
２部：グループ演習 

３９名 

５月２０日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「障害者虐待防止研修」 
２部：グループ演習 

４２名 

６月１７日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「福祉総合相談窓口について」 
２部：グループ演習 

３８名 

７月２２日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「グループスーパービジョン」 
２部：グループ演習 

３８名 

８月１９日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「地域自立支援協議会について」 
２部：グループ演習 

３３名 

９月１７日（水） 
１部：事務連絡ほか 
２部：グループ演習、地域課題の抽出・発表 

３９名 

１０月２１日（火） １部：事務連絡、地域課題の集約・発表 
２部：グループ演習（後期グループに再編成） 

４３名 

１１月１８日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「地域包括支援センターについて」 
２部：グループ演習 

４０名 

１２月１６日（火） 
１部：事務連絡ほか 

グループスーパービジョン 
２部：グループ演習 

５０名 

１月２０日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「児童発達支援センターについて」 
２部：グループ演習 

４７名 

２月１７日（火） 
１部：事務連絡ほか 
   サービス等利用計画について ほか 
２部：グループ演習 

４４名 

３月１１日（水） 
１部：事務連絡ほか 
２部：グループ演習、地域課題の抽出・発表 

令和７年度の振り返り 
４４名 

 



 

■令和８年度開催予定  ※各回の内容については変更する可能性があります。 
 

開 催 日 内  容 参加人数 

４月２１日（火） 
１部：事務連絡ほか 

令和７年度下半期演習まとめほか 
２部：グループ演習 

５４名 

５月１３日（水） 
１部：事務連絡ほか 

研修「障害者虐待防止研修」 
２部：グループ演習 

４９名 

６月１６日（火） 
１部：事務連絡ほか 
■主任相談 研修「意思決定支援の実践を考える」 
２部：グループ演習 

４８名 

７月２１日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「サービス等利用計画の点検」 
２部：グループ演習 

名 

８月１８日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「地域生活支援拠点について」 
２部：グループ演習 

名 

９月１５日（火） 
１部：事務連絡ほか 
２部：グループ演習、地域課題の抽出・まとめ 

名 

１０月２０日（火） 
１部：事務連絡、地域課題の集約・発表 
２部：グループ演習（後期グループに再編成） 

名 

１１月１７日（火） 
１部：事務連絡ほか 
■主任相談 研修枠 
２部：グループ演習 

名 

１２月１５日（火） 
１部：事務連絡ほか 

研修「サービス等利用計画の点検」 
２部：グループ演習 

名 

１月１９日（火） 
１部：事務連絡ほか 

情報交換会（高齢・児童分野等） 
２部：グループ演習 

名 

２月１５日（月） 
１部：事務連絡ほか 
   事業説明「自立支援協議会について」 
２部：グループ演習 

名 

３月９日（火） 
１部：事務連絡ほか 
２部：グループ演習、地域課題の抽出・発表 

令和８年度の振り返り 
名 

 



【議題資料】 

 
 
 
 
議題（２）令和８年度の「にも包括」の取組について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年８月７日 
令和８年度川越市地域自立支援協議会 

第１回地域移行部会 



資料１－１ 

 

第１回川越市にも包括構築に向けたワーキンググループ実施報告 
＊開催日時 令和８年５月２５日（月） １４時００分 開催 
＊場所   川越市保健所 
＊参加者  精神科病院相談員、地域移行サービス実施事業所、川越市保健所、 
      障害者総合相談支援センター、障害者福祉課 
＊開催概要 

１.目的 
・医療と福祉の連携のためのツール作成のため、各分野における「情報のズレ」

や必要な情報の整理などを整理 
・本人支援のために、「誰が」「どのタイミングで」「どんな情報を」必要として

いたかを見える化する。 
 

２.当日の流れ 
（１）趣旨説明・アイスブレイク（２０分）→（２）個人ワーク（１５分）→
（３）グループワーク（３５分）→（４）発表・全体共有（３５分）→ 
（５）まとめ（１５分） 
 

３.成果 
「誰が」「どのタイミングで」「どんな情報」を必要としているか、入院時・

入院中・退院時の３つの時間軸に基づいて整理することができた。 
（※詳細については、資料１－２「第１回 WG 付箋ワークまとめ」を参照） 

 
（全体発表の中での意見） 

・本人についての基礎情報以外に、人となりや生活情報など、退院後の生活
に関する情報も必要 

・病院等での生活の様子が分かる写真などがあれば分かりやすいが、本人・
病院からの同意が必要なため、ハードルが高い 

・入院時に退院を見据え、関係機関で退院に向けた相談をできる仕組みがあ
るとよい 

・早い段階で関係機関が集まり、情報共有ができるとスムーズである 
 
（情報共有の形について） 

・支援者の技術力に影響されないように、共通の聞き取り項目がまとまった
ものがあるとよい 

・入院時にサービス受給者証の確認を行う等、一般ルールがあるとやりやす
いのでは 
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資料２ 

  

第２回川越市にも包括構築に向けたワーキンググループ実施報告 
＊開催日時 令和８年７月７日（火） １４時００分 開催 
＊場所   川越市保健所 
＊参加者  精神科病院相談員、地域移行サービス実施事業所、川越市保健所、 
      障害者総合相談支援センター、障害者福祉課 
＊開催概要 

１.目的 
・前回、医療と福祉の連携のために必要な情報について、「共有」と「見える化」

の整理を行ったものを基に、「活用」の検討を行う。 
・新たな長期入院を生み出さない、という点を軸に話し合う。 
 

２.当日の流れ 
（１）趣旨説明（２０分）→（２）自己紹介・個人ワーク（１５分）→ 
（３）グループワーク（４０分前後）→（４）発表・全体共有（３５分）→ 
（５）まとめ（１５分） 
 
・「連携のしかた（いつ、どのように共有するか）」と「情報共有のしかた（ど

の情報を共有するか、どんなツールが使いやすいか等）」の２つをテーマに
検討 

・「連携のしかた」については、狭山保健所の取り組み（入院後 2 週間以内の
ブリーフミーティング）を一例として紹介 

 
３.成果 

早期に情報共有や共通認識を持つことについては、ワーキンググループに
おいても必要であるとの認識があることが分かった。 

 
（全体発表の中での意見） 

・ブリーフミーティングについては、実施した方がよい。ただし、初期に集ま
ることには情報量などの限度があるため、「集まる」というところが重要。 

・ミーティングの主催が誰であってもできるように、会議を円滑にできるよ
うなものがあるとよいのでは。 

・人と人が繋がることが重要なため、ハードルが低い方がよい。 
・情報の共有については、病院から本人に対し、地域の方が関わるという話

を先にしておくなどで同意を得て実施している例がある。 
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資料２ 

  

・早期にはオンライン、病状安定している時期は対面（のミーティング）が考
えられる。 

・元からある会議等の活用など、定期ミーティングがあってもよいと考えら
れる。関係者を把握し、役割分担できるとよいか。 

・情報共有のツールについては、後日確認する事項が少ない方が望ましいが、
書く側の負担とのバランスもある。 
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資料３ 

  

精神疾患のある方の支援に関する研修に係るアンケート調査について 
＊実施期間 令和８年３月２４日（火）〜令和８年４月１７（金） 
＊調査目的 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム(にも包括)構築に向けた

精神疾患のある方に関する研修を行うにあたり、研修テーマのニーズ
を把握するため 

＊対象者  市内障害福祉サービス事業所等の従事者 
 

＊結果について 
1. 回答数 １５３名 
 
2. 回答者について 

○働いている事業所のサービス種類 
就労継続支援が最も多く（４２件）、次に居宅介護等（３２件）、グループホ

ームとなりました。 
 
○所持している資格 

介護福祉士が最も多く（５６件）、次に資格なし（３４件）、社会福祉主事任
用資格（２９件）となりました。 

 
○回答者の職種について 

管理者が最も多く（８０件）、次にサービス管理責任者（４２件）、生活支援
員（２９件）となりました。 

 
3. 支援に対する課題について 

９８％の方が、支援について課題を感じたことがあると回答。 
 
○対応が難しいものについて 

「指導や指示が通らない」が最も多く（５８件）、次に「病状の悪化」（５４
件）、「他利用者とのトラブル」（５３件）となりました。 

対応の難しかった事例については、服薬管理の問題（本人が管理できない
等）や、病状等による利用者から職員への攻撃（非暴力含む）などに言及が多
くありました。 
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資料３ 

  

○受入の難しさについて 
受入が難しい場合について、５５％がそのような事例があると回答。 
その理由について、他害や他の利用者への影響の考慮、利用者自身が利用

できる生活状態にないことなどの回答がありました。また、受入側の事業所
において、対応可能な知識や技術がない、といった回答も見受けられました。 

 
○課題解決に当たって有効だった方法 

訪問看護や相談員など、関係機関や家族との連携・情報共有に言及してい
る例が多く、他には、利用者の特性を踏まえた支援や、利用者の話を聞くなど
の例も挙げられました。 

その一方、支援に悩んでいる旨の記述も複数見受けられました。 
 
○相談できる窓口について 

「相談支援専門員」が最も多く（１０３件）、次に「事業所内で共有」（９１
件）、「主治医」（６４件）となりました。 

 
○必要な知識や技術 

「精神疾患全般に関する基礎知識」が最も多く（８５件）、次に「医療機関
との連携」（５０件）、「統合失調症への対応の仕方」（４９件）となりました。 

 
4. 研修について 

○参加したい研修 
「不穏時の対応（興奮、怒り、症状悪化等）」が最も多く（７１件）、次に「事

例検討」（６５件）、「精神疾患の基礎について」（６４件）となりました。 
 
○研修に参加しやすい方法 

オンラインが最も多く（９１件）、次にハイブリッド（５５件）、対面（５０
件）となりました。 

 
○研修に参加しやすい時間帯 

「14 時〜15 時」が最も多く（７６件）、次に「15 時〜16 時」（７０件）、
「10 時〜11 時」（６２件）となりました。 
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資料４－１ 

 

「にも包括」の取り組み状況について 

 

 
 

○密着アドバイザーについて 

NPO 法人サポートあおい 理事長 樫村千寛氏を密着アドバイザーとして推薦。 
 

（推薦理由） 

・川越市で H10 年より精神障害分野の福祉事業を運営している法人の理事長であり、

主任相談支援専門員として相談業務を担う傍ら、県の「にも包括」推進事業のワー

キンググループメンバーとして活動している。  

・埼玉県相談支援専門協会の理事として、相談支援員の資質向上に関わる事業に携わ

り、県より相談支援に関わる研修の講師を依頼されている。 

・川越市では自立支援協議会委員として地域移行部会で精神障害者の地域移行につ

いて、精神保健福祉の知見を活かし意見をいただいている。 

また、川越市障害者施策審議会委員としても活動いただいている。 

 

○構築支援事業について 

令和８年度における取り組みについて、資料４－２のとおり国へ提出。 

 

 

 

 

現時点は「精神科病院からの地域移行」をテーマとする部会に協議の場を置いて

いるため、精神科入院患者の地域移行・地域定着の推進を実施する。 

長期入院者と新規入院者については、それぞれ性質が異なることから、ＷＧ内に

おいて、まずは「医療と福祉の連携により、新たな長期入院者を生み出さない」と

いう視点から取り組みを進めている。 

  

１ 「にも包括」構築支援事業について 

２ 「にも包括」に係る話し合いの場について 

地域移行部会 

年 3 回 

コア会議 
適宜 

ＷＧ 
年 4 回 

運営事務 連携の場、意見吸い上げ 

評価、承認、意思決定 
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課題① 

入院中に医療と福祉のつながりが途切れることにより、入院が長期

化する傾向がある。また、医療と福祉が抱える情報や認識に差があ

り、共有する機会を設けにくい。 

 

取り組み 
医療と福祉で認識を共有し、関係が途切れない仕組みづくりを目指

し、地域移行ガイド(関係機関向け)を作成する。 

 

○第１回ＷＧ（R8.5.25） 

必要な情報の整理を実施。 

⇒以下の意見が挙がる。 

・本人の人となりなど、生活に関する情報があるとよい 

・退院を見据え、関係機関で相談できる仕組みがあるとよい 

・早期での情報共有があるとスムーズ 

・支援者の技術力に影響されない、共通の聞き取り項目がまとまったものがあるとよい 

・受給者証確認など、一般ルールがあるとやりやすいのではないか 

 

○第２回ＷＧ（R8.7.7） 

第１回を踏まえ、情報共有の仕組みやタイミングについて検討。 

早期の情報共有について、他市の例を紹介。 

⇒以下の意見が挙がる。 

・入院時に関係者を集めて行うブリーフミーティング（早期の顔合わせ）はあったほう

がよい 

・情報共有の仕方については、記入式が多い場合、書く側の負担がある 

 

○今後について（事務局案） 

ＷＧを踏まえ、医療と福祉が途切れない仕組みづくりとして、以下のツー

ルの作成を検討したい。 

 

(1)入院患者への支援が途切れないようにするため、入院患者が地域へ移

行・定着する際の流れをまとめた支援者向けガイド（仮） 

＋ 

(2)入院時～退院時に必要となる情報をまとめたリスト（仮） 

＋ 

(3)入院患者の退院を支援する本人向けガイド（仮）の作成（※次年度以降

に検討） 

 

 

３ 課題に対する取り組みについて 
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課題① 医療と福祉の連携の仕組み 全体イメージ 

 
 

課題② 
多様な障害に対応可能な高い専門性を持つ障害福祉サービス事業所

等が十分でなく、退院後の居住・日中活動先の受入先が限られる。 

 

取り組み 
障害福祉サービス事業所等における精神障害分野の専門性を強化す

るため、精神障害事例の検討会や支援についての研修を行う。 

 

○従事者に対するアンケート（R8.3.24～4.17 実施） 

詳細は資料３のとおり。 

必要と感じている知識や技術については、「精神疾患全般に関する基礎知

識」を求める声が最も多い。 

また、参加したい研修については、「不穏時の対応（興奮、怒り、症状悪

化等）」が最も多く、次にほぼ同数で「事例検討」及び「精神疾患の基礎に

ついて」となった。 

 

○今後について 

「精神疾患全般に関する基礎知識」の研修については、埼玉県精神保健福

祉センターにおいて「精神保健福祉研修」（令和 8年 7 月 9 日～令和 9年 1

月 12 日、オンデマンドにより実施）が開催されているため、そちらを活

用・周知する。 

（参考：https://www.pref.saitama.lg.jp/b0606/seisinnkennsyuu2.html） 

 

※市が主催する研修については検討中。 

入院 

早期顔合わせ 

1～3 ヶ月 通常のケース会議（適宜） 

本人回復→退院へ向けた話し合い 

退院 

障害福祉サービス等の利用 等 

(1)支援者向けガイド 

(2)情報リスト 

の活用 

(3) 本人向けガイド 

の活用 
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(1
月

)

＊
地

域
自

立
支

援
協

議
会

(地
域

移
行

部
会

)(1
1月

)
＊

コ
ア
会

議
(1

0月
、

11
月

、
12

月
)

＊
地

域
自

立
支

援
協

議
会

(地
域

移
行

部
会

)(8
月

)
＊

コ
ア
会

議
(7
月

、
8月

、
9月

)
＊

ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル

ー
プ

(7
月

、
9月

)

＊
庁

内
担

当
者

打
ち
合

わ
せ

(4
月

)
＊

コ
ア
会

議
(5
月

、
6月

)
＊

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

(5
月

)

＊
地

域
自

立
支

援
協

議
会

(協
議

の
場

)の
開

催
＊

コ
ア
会

議
の

実
施

＊
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の

実
施

【
ね

ら
い
・
目

的
】

協
議

の
場

の
開

催
の

ほ
か

、
コ
ア
会

議
を
実

施
し
目

標
に

向
け
て
具

体
案

や
進

捗
確

認
等

を
行

い
、
よ
り
実

効
性

を
高

め
る
。
ま
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
実

施
し
、
医

療
と

福
祉

の
連

携
強

化
と
現

場
に
即

し
た
意

見
の

吸
い
上

げ
を

行
い
、
具

体
的

な
取

り
組

み
を
行

う
。

取 組 計 画 １

＊
コ
ア
会

議
(1
月

、
2月

、
3月

)
＊

ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

(1
月

)
↓ 完
成

＊
コ
ア
会

議
(1

0月
、

11
月

、
12

月
)

↓
ワ
ー
キ

ン
グ
の

グ
ル

ー
プ
の

意
見

を
反

映
し
案

作
成

へ

＊
コ
ア
会

議
(7
月

、
8月

、
9月

)
＊

ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル

ー
プ

(7
月

、
9月

)
↓

ツ
ー

ル
の

か
た
ち
を
検

討

＊
コ
ア
会

議
(5
月

、
6月

)
＊

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

(5
月

)
↓

ツ
ー
ル

作
成

の
土

台
づ
く
り

＊
医

療
と
福

祉
の

連
携

ツ
ー

ル
の

作
成

【
ね

ら
い
・
目

的
】

医
療

と
福

祉
が

途
切

れ
る
こ
と
の

な
い
支

援
を
行

う
た
め

、
現

場
で
有

用
な
連

携
ツ
ー
ル

を
作

成
。
円

滑
な
支

援
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
り
新

た
な
長

期
入

院
者

を
生

み
だ
さ
な
い
。

取 組 計 画 ２

＊
コ
ア
会

議
(1
月

、
2月

、
3月

)
↓

精
神

保
健

福
祉

連
絡

会
議

を
活

用
し
た
研

修
の

実
施

＊
コ
ア
会

議
(1

0月
、

11
月

、
12

月
)

↓
精

神
保

健
福

祉
連

絡
会

議
の

活
用

を
検

討

＊
地

域
自

立
支

援
協

議
会

に
て
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
事

業
所

に
向

け
た
研

修
ニ
ー

ズ
ア
ン

ケ
ー
ト
結

果
報

告
（
8月

）
＊

コ
ア
会

議
（
7月

・
8月

・
9月

）

＊
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
事

業
所

に
向

け
た
研

修
ニ
ー
ズ

ア
ン
ケ
ー

ト
実

施
⇒

結
果

取
り

ま
と
め

（
4月

）
＊

コ
ア
会

議
（
5月

・
6月

）

＊
精

神
疾

患
の

あ
る
方

へ
の

支
援

に
関

す
る
研

修
の

実
施

【
ね

ら
い
・
目

的
】

地
域

の
障

害
福

祉
サ

ー
ビ
ス
事

業
所

の
支

援
力

向
上

取 組 計 画 ３

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

資
料
４
－
２

※
「
に
も
包
括
」
構
築
支
援
事
業
資
料
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